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月k力32  1208

弘安元 1278

正中2  1325

観応元 1350

応安4 1371

○はじめに 備前福岡の年譜

この頃、後鳥羽上皇の御番鍛冶に選ばれた者の大半は福岡

の刀匠だつた。福岡一文字派の隆盛期。

一遍上人が「福岡の市」で説法をする。

福岡庄が東寺領 となる。

足利尊氏、直冬を鎮圧のため西下 し福岡へ 40日 滞在する
九州探題 として備計箔 岡を通過 した今川 了俊が紀行文に福

岡の繁栄 を記す。

応永101403 教意山妙興寺創建される。
長禄  1458 赤松氏の旧家臣が南朝から神璽を奪い北朝へ奉還する。

恩賞 として赤松次郎法師 (嘉吉の乱・1441の 首謀者赤松満

佑の弟の孫 )が赦免され、加賀半国と備前国の新田庄 (現備前

市、和気町南部 )な どを賜る。

寛正元 1460 新田庄の赤松氏と福岡に拠る山名氏が戦 いを繰 り返 し、
赤松氏の勢力が増す。

″3  1463 赤松次郎法師は元服 し、赤松政則 と名乗る。
応仁元 1467 応仁の乱が起 こる。

赤松氏、福岡城を攻撃 し山名氏の家臣小鴨大和守は美作ヘ

逃れる。

その後、赤松氏は備前の他播磨・美作も領国に回復す

る。

文明15 1483 赤松 。浦上軍 と、山名・松田軍が福岡城をめぐって攻防
〃17    を続ける。
大永3 1523 近江国伊香郡黒田庄より備前福岡へ移住 していた黒田高政

が死去。 2年後に重隆 と孫の職隆は播州・小寺氏のもとへ。
天文5 1536 宇喜多興家が死去。これより前、興家、直家は福岡の阿部

善定に寄宿 .

天正元 1573 宇喜多直家が岡山城主 とな り福岡の商人を城下へ移住させ
る

〃19 1591 吉井川の大洪水により福岡の町が流失する。
慶長5 1600 黒田長政は筑前 52万 石に封ぜ られ、居城を福岡城と命名。
正保2 1645 刈屋城主・池田輝興が備前福岡に幽閉となる。
寛文4 1664 福岡が上道郡から邑久郡に編入される。
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(1)福 岡城跡
吉井川の河原のゴルフ場内にある稲荷山、または中島山と呼ばれる丘が

城跡 と言われている。ただ し、ぞの左岸、岡山市寺山にある丘陵が城山と

呼ばれていること、及び当時の吉井川は本城の西にも流れ、城山は中州で

あつたことからこちらが当時の城跡ではなかったかとも推定できる。

建武年間 (1334-38)は 赤松氏の配下であつた。その後、足利幕

府内の騒乱が起 こり、観応元年 (1350)11月 、足利尊氏は中国探題

として軸に滞在 した足利直冬追討の途中、中国 。四国の諸勢の集合を待ち

ながら備前福岡へ 40日 滞在 した際、この城 を本陣 とした。この時、尊氏
は弘法寺 (牛窓町 )に戦勝祈願を込めている。その間、弟の直義は南朝に

帰順 し尊氏追討の兵を上げたため、尊氏は急ぎ兵庫 まで帰つた。直義は尊

氏 と和解するが、鎌倉において毒殺される一。

時代は下つて、嘉吉元年 (1441)6代 将軍足利義教を殺害 した赤松

満佑を追討 した山名教之は、福岡城に小鳴 (こがも)大和守 をおいて守 らせ、

この時福岡城は要害として整備された。文明元年 (1469)赤 松満佑の

弟の孫である赤松政則は、応仁の乱の最中、京都か ら備前に戻 り、浦上・

松田氏など旧臣と共に福岡城を攻撃 し奪回した。

その後、赤松氏と山名氏は備前、播磨、美作国内で攻防を続けた。この

頃赤松政則は侍所の所司であつたが、播磨 。小塩城に在国 し、浦上則宗は

在京 し所司代を勤めた。そのため松田元隆は備前国の政事をすべて取 り仕

切つていた。文明 15年 (1483)赤 松政則は、居城を富山城から金川

城に移 した松田氏の改易を計つたが、松田氏は金川城の要害を固め、備後

の山名氏に応援を求めた。

山名政豊 (備前軍記によれば嫡子山名俊豊 )は 9月 に備後の国分寺を出

陣 し、翌年初頭にかけて松田氏、庄氏などと共に福岡城を包囲 し、 6千騎

(松 田勢 1800、 備中勢 1300、 山名勢 3000)が 赤松・浦上軍を

攻めた。山名氏の陣は吉井川右岸の火鉢城、現在の大 日幡山 (おおひなたやま)と

比定されている。福岡城は吉井川の中州の丘に格を築き、塀 を巡 らせ、大

軍がこもれるよう城域に民家 1千余を取 り込んで、外には三重の堀を設け

て野武士を配置 し守 りを堅固にしていたという。

これより前、文明 15年 暮れに赤松政則は播磨の真弓峠で山名政豊 と戦
い敗北 し播磨の小塩城か ら脱出し摂津に逃れた。そのため、京から福岡ヘ
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救援に向かつた浦上則宗など国人衆の離反にあい、福岡城の 2千余の守備

隊は分裂、離散 した。こうして文明 16年 以降、播磨・美作・備前は山名

氏の勢力下となる。

九代将軍義政の仲介により和解 した赤松・浦上軍は文明 17年 (148

5)か らが再度、福岡城を攻撃。この時、浦上則宗は余慶寺 (邑久町 )に

戦勝 を祈願 している。また、播磨でも山名氏との攻防が続 いた。この頃、

山名氏の国人が離反の動 きをみせ、山名政豊は播磨から但馬に撤退するに

及んで、福岡城からの兵も引き、代わつて浦上氏が入城 した。

後、大永年間 (1521-28)の 大洪水により廃城 となつたという。

【渋染一揆結集の地】

安政 2年 (1855)岡 山藩は財政立て直しの一貫として、 29カ 条の
倹約令を発令 した。その中の「別段御触書」は、被差別部落民を対象 とし

た法令であり、部落民のきものは渋染め・藍染めに限る、雨天の下駄はき

も禁止などの厳 しい差別があつた。部落民は嘆願書を藩に提出したが受け

入れられなかつたため、安政 3年 6月 13日 に八 日市河原 (現 長船町八 日
市 =福岡城跡 )に 数千人が結集 し、家老の陣屋を目指 した。 3日 間の対峙
の末、首謀者 12人 は捕 らえられたが、御触書は空文化させることができ
た。

(2)福 岡市 と市跡
鎌倉・ 室町時代に備前国福岡庄の吉井川流域に形成されていた市場。当

地は福岡庄、香登庄、北部の美作国の特産物や伊部焼 (備前焼 )な どの主

要な流通路であつた。「一遍上人絵伝」の「福岡市の段」に、一遍の福岡市遍

歴である弘安元年 (1278)当 時の、市の様子が描かれている。それによれば、

道路の両側に数棟の掘立小屋が建ち並び、米、魚、備前焼きの壺、足駄、

布、鳥などが売られている。店頭では銭 を数える女性もみられる。この頃 .

(鎌 倉中期 )か ら売買手段に物から銭が使用されるようになった。
背後には広大な水田、前には数筋の水路 と物資を運送する船が描かれて

いる。福岡市は吉井川の中州に存在 した市であつたと推定できる。この時

代は 3斎市 (8日 、 18日 、 28日 など月に 3日 開く市 )であつた。
当時の文献 (福 岡荘吉井村畠目録案)(吉 井村領家年貢難済庶子等注文 )
に見られる吉井村内の「下市」や「茶屋市」「八 日市」などの市を総称 し

て「福岡市」と呼んだと思われる。山陽道 と吉井川を利用 した交通の要所

であつたことから、定期市から常設市へ と発展 し、「福岡千軒」と言われ

る山陽道きつての商都 として繁栄 した。

応安4年 (1371)に 今川了俊が九州探題 として下行の際、この地を通つた
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ときの紀行文「道ゆきぶ り」には 〃山の尾ごしの松のひまより海すこしきら

きらとみえておもしろく、其 日はふ く岡につきぬ、家ども軒をな らべて民

のかまどにぎはひつ ゝ、まことに名にしおひた り〃と記されてある。

戦国末期、宇喜多直家による現在の岡山城下町が形成 される過程におい

て、福岡の多 くの商人も岡山へ移転 した。現在の岡山市表町は「福岡」と

呼ばれていた時期があつた。その後、天正 19年 (1591)の 大洪水に

よりかつての福岡市は壊滅的な被害をこうむつた。

「備前福岡名所町、七 日、七つ井戸、七小路」といい伝わつている通 り、

上小路・ 下小路・西小路・ 後小路 。市場小路・殿町・横町などの路地が、

碁盤の 目のように交差 し往時をしのばせる。当時の田舎町にしては広い道

路は、江戸時代に整備 された。正保 2年 (1645)赤 穂刈屋城主 。池田
輝興が妻 (黒 田長政の娘 )を 殺害 した。輝興は甥の池田光政にお預けとな
り、備前福岡に屋敷 (殿屋敷 )を 造 り蟄居幽閉となつた。 2年後、 37歳
で没 した。この間、警備や世話のため多 くの武士 。女性が詰め道路や井戸

などが整備され現在に遺 つている。

人

ヨ
託
リ
ル

．
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(9)備 前長船博物館
昭和 58年 に長船町に開館 した全国にも稀な刀剣の常設展示館。備前刀
の数 々や刀装具、町内の埋蔵文化財資料などが展示 してある。 1階は埋蔵

文化財展示室。 2階は刀剣展示室。展示 してある、長さ 3.32m、 重さ
2 0kgの 大太刀は長船派最後の刀匠第 60代 横山元之進好佑定が引退記念
として、大正 5年 に作つたもの。当館の開館をきつかけとして、長船町に

は刀剣のふるさととしての気運が高まり、数名の刀工の手による鍛冶が始

まつた。現在全国には約 400人 の、岡山県には 23人 の刀工がいるとい

う。

隣接の、今泉俊光記念館 (備前長船民俗資料館 )に は県指定無形文化財

故今泉俊光刀匠の鍛冶道具や遺品を展示。また備前長船鍛刀場では伝統技

術の保存 と公開、後継者の育成 を目的に毎月第 1、 3日 曜 日に古式鍛錬を

公開 している。

(10)一 文字派
備前国に栄えた刀工の流派として、一文字派 。長船派の 2大流派があつ

た。一文字派は作刀の銘に「―」、または「一作者名、居住地、製作年紀」

をきる。福岡一文字派は、始祖・則宗に始まり鎌倉時代初期から中期に福

岡において、吉岡一文字派は鎌倉時代中期か ら南北朝時代にかけて吉岡

(長船 )に 群居 して作刀 した。また、正中の頃興つた正中一文字派は岩戸

庄に居 したので岩戸 (いわど)一 文字派の別称がある。

後鳥羽上皇の御番鍛冶刀工名

正月・則宗 (備前 )  2月 ・貞次 (備 中 )
4月 。国安 (山城 )  5月 ・恒次 (備 中 )
7月 :宗吉 (備 中)  8月 ・次家 (備 中 )
10月 ・行国 (備前 ) 11月 ・助成 (備前 ) 12月 ・助近 (備前 )
12人 のうち 7人が備前の刀工であり、正月の筆頭が第一人者、福岡一文
字派の祖である則宗であつた。則宗は名工 としてたたえられ、刀茎 (なだ )

に菊花の彫刻を許されたので、菊一文字として珍重された。

3月 ・延房 (備 前 )
6月 。国友 (山 城 )

9月 ・助宗 (備前 )
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庄
船 (おさふね)町福岡を中心 とし、吉井川を扶んで岡山市

岡

綴

福

∞久

ヽ
ノ

邑

３
嶋

／
ヽ

岡

の一部にまたがる地域は、中世は備前国上道郡に含 まれ「福岡庄」と呼ば

れた庄園があつた。後年、吉井川の流れが変わ り殆 どは邑久郡 となった。

元は平氏の所領であつたが、源平合戦の後は源頼朝により崇徳院法華堂領

に寄進 された。その後、変遷 を経て正中 2年 (1325)に 東寺の支配下

に置かれたが、武士の台頭により支配は名 目だけであり、地頭による年貢

の横領が跡を断たず、領家の東寺によつて地頭が罷免されることもあつた。

東寺百合 (びやくごう)文書にみられる福岡の庄

貞和 2年 (1346)東 寺雑掌光信申状案の奥書によれば

福岡庄は福岡村 (福 岡 )、 吉井村 (吉井 )、 月岡 (福 岡 )、 本庄 (寺 山 )

入 日市庭 (八 日市 )か ら成 り立 つていた。

元弘 3年 (1333)の 吉井村預所職請文によれば、請負年貢は 120

貫文であ り、市場雑穀の納入をも請け負つていた。幕府は、備前守護 。赤

松則祐に地頭による年貢の横領 を停止させようとしたが阻止できなかつた。

(4)一 遍上人絵伝
【一遍】

時宗の開祖、一遍 (1239-89)は 伊予の河野氏の生まれであつた

が、承久の乱で朝廷方についたため没落した。 10歳 の時母と死別したの

がきつかけで、出家し浄土宗に学ぶ。文永 8年 (1271)信 濃善光寺に

参籠。誘惑や恐れに負けず、一念に念仏すればだれでも極楽浄土に生まれ  /́
かわれることを悟る。時々刻々と念仏をとなえるところから時宗と呼ばれ

た。以後多 くの人々に布教をするべく、「南無阿弥陀仏」と記 した念仏札

を配 り歩いた。江刺 (岩 手 )か ら大隅 (鹿 児島)ま で 15年 間の遊行の中

で 25万 枚もの念仏札 を配つたという。
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釈迦のごとく、全てのものを捨て去ることで往生できるとして、寺や弟

子を持たず一人で布教 (遊行)に 出た。建治元年 (1275)京 都から伊

予に帰 り、弘安元年 (1278)に は厳島神社に詣でて、備前福岡で遊行

した。翌年は京都か ら信濃善光寺へ向い、途中佐久郡の武士の館で初めて

踊念仏を行つた。踊念仏は今 日の盆踊 りの原形 とも言われている。その後

も遊行を重ね 51歳 で寂 した。尾道の西郷寺は正慶年間 (1332-34)

遊行 6代 の一鎮上人の開祖 といわれ、時宗寺院の特色をもつ建築である。

【一遍上人絵伝】

一遍の弟聖戒による「一遍聖絵」と、宗俊による「一遍上人縁起」 (一

遍上人絵詞伝 )に 分類できる。

「一遍聖絵」は全 12巻 。「六条道場絵伝」「六条縁起」「聖戒絵詞」

ともいう。国宝として京都歓喜光寺に蔵。聖戒は一遍に随侍 し、最初に法

門をうけ京都に六条道場を開いた。 12巻 の奥書には、一遍の祥月命 日の

正安元年 (1299)8月 23日 に聖戒が詞書を作つたことや絵師の名な

どが記 してある。詞書は一遍の行状 と教義を伝え、絵は 13歳 の一遍が修

業に旅立つ場面から、入滅 まで 48段 にわた り、諸国を遊行する生涯を描
いている。風景画としても当時の社会を知る上で高い評価を得ている。

第 4巻 に福岡の市が「異時同図法」で描かれている。絵伝によれば―備

前藤井 (岡 山市 )に おいて、吉備津神社の神主の子息の妻が夫の留守中一

遍に帰依 し、剃髪 し出家 した。それを知つた夫が激怒 し一遍を追つて福岡

の市において、太刀を抜きかからんとする。ところが、夫もまた一遍の威

徳にうたれ、警を切 り、出家 した一という。

「一遍上人縁起」は全 10巻 で、 5巻以降は 2代 目上人・他阿弥陀仏

(真教 )の 行状を描いている。嘉吉 2年 (1304)か ら徳治 2年 (13
07)の 間に成立 した。

備前福岡郷土館
・武具 。医学書などを

ている。大正 3年 に建

・土・ 日曜日開館。
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(6)教 意山妙興
(黒 田家墓所・

寺
祥 喜多興家墓所 )

開祖は権大僧都 日伝上人。応永 10年 (1403)亡 父の播磨守護 。赤

松則興の追善供養に創建された日蓮宗の寺院。本尊は三宝尊、脇士は四天

王。永禄元年 (1558)に は檀徒により寺域を拡張 し 11坊 を建立。

寛文 6年 (1666)池 田光政の寺社整理により本坊ほか 2坊 となる。

現在は本坊のみ残る。享保元年 (1716)の 火災で大半を消失、現在の

本堂 。客殿は安永 3年 (1774)に 改築されたもの。

境内には、豊臣秀吉に仕えた軍師・黒田官兵衛の曾祖父高政 と祖父重隆

の墓及び、備前守護代・浦上氏の重臣であつた宇喜多能家 (よいえ)の嫡男興

家 (おきいえ)の墓があると伝わるが、黒田氏は重隆が播磨
へ移住 したことから

高政の墓のみと推測できる。天文 3年 (1534)宇 喜多能家が島村豊後

守の奇襲により自害 した後、興家は嫡男直家を連れて軸
へ逃れた。次いで

福岡の豪商阿部善定にかくまわれ、善定の娘に晴家と忠家をもうけた。

忠家の次男は関ケ原の戦 い以前に宇喜多家を離れ、大阪夏の陣以後津和

野城主 となつた板崎出羽守である。家康の孫娘千姫の九条家輿入れをまと

めたが、家康の遺言により桑名城主 (後姫路城主 )本多忠刻に再婚 と決 ま

ったため、桑名に向かう千姫を奪おうとし発覚 して自刃 した。

豊臣家の五奉行のひとり、小西行長の実父は堺の商人であつたが、阿部

善定の手代の一人の養嗣子 となつた。その縁で、行長は一時宇喜多直家に

仕えていた。

黒田氏 と備前福岡
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〔教意山妙興寺〕

〔黒田家墓所〕 〔宇喜多興家墓所〕

-   1:藁

葵撃萎
蕃≡f彗ぎ

〔一文字刀工跡の記念碑〕
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播磨に移 り、職隆 (もとたか)は守護赤松氏の一族で御着城主小寺政職 (こでらまさもと)

に仕え、姫路城を預かつた。孝高 (よしたか)は織 田信長に通 じ、天正 5年 (1

577)中 国制覇のため播磨に入つた秀吉を姫路城に迎え、以後秀吉の軍

師として従つた。以後、備中高松城攻略、山崎の合戦、賤 ケ岳の戦いなど

に参加。天正 14年 には九州征伐に従 い、翌年その功により豊前 6郡 を与

えられ中津城主 となった。天正 17年 所領 を嫡子長政に譲る。長政は関ケ

原の合戦の功により筑前一国を与えられ、孝高 と長政は筑前福岡に移つた。

福岡の地名は、長政が祖先発祥の地・備前福岡にちなんで名付けたと言わ

れる。

佐々木信綱

―高政一重隆―職隆―

(小寺)

″不高一教高一信一不一

氏

満

ル不
を不

一、，・・，・・・・』一

信満一

Ｄ
綱
　
信
Ｄ

ひ
泰
　

氏
鯨

―

・

一

一孝高 (如水 )
(黒田) (秋 月藩主 )

(直 方 〃 )

之
興
政

忠
長
高

一
　
・
　
　
　
　
　
　
　
一
一
・

　

・
　
　
　
　
・
　
一
一

政長一

(8)刀 剣
刀剣は縄文末期に大陸から鉄器がもたらされて以来製作され、武器 とし

て、集団や社会への儀杖のためとして威力を発揮すべく、形や切れ味が整

ってきた。中国山地は古代から良質の砂鉄 (赤 目鉄 )と 燃料の木炭が豊富

であったことなどから、平安時代から鍛刀を続けてきた.平安末期から活
躍 した刀工の源流といわれる一派を「古備前派」と呼ぶ。古備前派の作と

して有名な名刀に「大包平 (おおかねひら)」 がある。赤 目鉄は折れず、曲がらず、

切れ味のよい備前刀に欠かせない鉄 と言われる。

鍛刀は原料の鉄を焼 いてはたたいて伸ばし、又半分に折 り重ね鍛える。

15回繰 り返すうちに硬 く折れにくくなるという。 780℃ に加熱 した刀
身 を最後に水に入れ焼き入れする際、粘土におおわれていない刃の部分は

急冷されより硬 くな り、棟は粘土でおおうためゆつくり冷え軟らかく仕上

がる。焼 き入れの水温は、春分・秋分の頃が最も安定 しているところから、

3月 と 9月 に作刀が集中 した。また古備前派の技巧 として、刃の先端にこ

りをもたせることで、それまでの直刀に比べ馬上から敵に切 りつけ易くな

った。また、刃から棟へ流線形にする (鏑 )こ とで更に切れやすく折れに

くくなつた。そりと鏑 (しのぎ)を もつ刀を錦造湾刀 (しのぎつくりわんとう)と 呼ぶ。

lo



反長
りさ

鎌倉初期、承久の乱を計つた後鳥羽上皇は、全国から有名な刀匠を月ご

とに都に招いて刀を作 らせた。「御番鍛冶」では、 12人 中、 10人 まで
が備前 と備中の刀匠だつた。また、室町後期の長享 2年 (1488)に は、

備前守護代浦上氏の斡旋により長船の刀匠が数百人の工人と鉄を持つて、

近江に滞在 していた将軍・足利義尚のもとで作刀 した。 現在、国宝や重
要文化財に指定されている日本刀約 800日 (ふり)の 半数は岡山県産である。

造込みの種別
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(11)福 岡一文字造剣之碑
中世、備前に栄えた作刀だつたが、その技術は自分の子供かただ一人の

弟子にだけ、日伝により受け継がれていつた。 (一子相伝 )そ のため、刀

匠の不慮の死などで技術が途絶えることもあつた。また、戦国末期に吉井

川の大洪水により、長船の鍛冶集落は壊滅的な被害をこうむつた。明治時

代になると廃刀令によ り、刀工のほとん どは転業 した。

元之進祐定 (もとのしんすけさだ)は最後の刀工 として生きぬき、長船鍛冶の伝統

が消滅することを知 り、自宅敷地内に大正 14年 に「造剣之古跡」 (ぞうけんの

こせき)と 書いた大きな石碑 を記念に建て、先祖の偉業を顕彰 した。題字は昭

和 7年 に総理大臣となつた犬養毅による。

元之進祐定は明治 20年 に古鐘を長船鍛冶の書提寺・慈眼院に寄進 した。

鐘は南北朝時代の作で築前国・筑紫宮にあつたもの。
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氏の求めに応 じて一刀を作刀 したが、その刀剣は鎧二領 と兜を同時に断つ

ほどであったといわれる。

室町時代初期の長船物には鎌倉時代に近 い細身で反 りの高い形 となつた。

この時代は優れたものが多 く、「応永備前」と呼び、以後の長船物は太刀

が姿を消 し 6 3 clll前後の打刀 (うちがたな)が多 く「末備前」と呼んでいる。注

文打ちの作以外は崇高な美術品の価値はな くなつた。応仁の乱以降の戦乱

と、対明貿易の輸出品 とな り乱作されたためと思われる。

天明 3年 (1783)に 記された「西遊記」 (橘南籍 。著)に よれば

備前にては名高き長船の里に入 りて、長光、祐定などいふ鍛治の家を問

ふ。其刀剣を鍛ふを見るに、他国の鍛冶に異 りて、石を以て鉄を鍛ふ。

何れの家も皆繁昌して賑な り。……とある。

江戸時代後期には作刀技術 を生かした鉄砲鍛冶も行われた。

(13)祐 定
備前長船刀工の一派 .初代は横山与三左衛門尉祐定。彼の作刀は豪壮雄

健かつ実戦向きで、戦国武士に愛用された。以後、祐定を名乗る刀工が多

く出る。江戸時代にも 6代 日、 9代 目の名工がでた。祐定一族ほど多 くの

刀工は他にいなかった し、作刀も全国一 を誇つていたという。上野大嫁祐

定 (こうずけだいしょうすけさだ)は正徳 (しょうとく)4年 に慈眼院の本堂を再建 した。境内

には彼の墓がある。元之進祐定が最後の刀工 となった。 (11)参 照。
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■岡山県下の刀の流派別制作年表

平安時代  lt'00 鎌 倉 時 代 3司  南北朝時代 |11`0。  室町時代 !500 1安土`桃山時代

備

前

啜踊③

上
古備前派       l           i

,国票

illli3f[:il::li可 雨

「

_:一 ―――____→ 畠E

⑥ ‐

■ ■ 蕨 層

~→
吉 日 一 文 字

季

⑥l_岩
戸
=文
字派

① ~光
忠

③

…

①

l      ⑩請
・頂i房
~~~~~~-1片 山一文字派(備中説も

,る
)

宇甘 派

⑬ ‐
長義    i義 派(鍛

刀地不明)

元 菫

小反派

①

⑫

iO

1派

1    長船派
1   祐定
与井派

た宮派

重派 (鍛刀地不明 )

備

中

D      
―

p・
lll房
………‐

:‐

…‐
' 片山
一文字派 (備前説もある)

1青江派

l  ①,

美

作

④中面毒両瓢百
→(鍛刀地不明)

②ギ鷲生く鍛刀地不明)

■岡山県内刀剣産地図

‖冗./‐
J 算

ヽ
～
、

ヽ
・ヽ
⑬
　
　
　
　
‐

①瀬戸町鵜居―帯 ②和気町福富付近 ③長船町福岡付近
⑥佐伯町岩戸付近 ①長船町服部付近 ③岡山市西祖付近
①邑久町片山付近 ⑫御津町宇甘付近 ⑮瀬戸町鍛冶屋付近
①北房町丸山、皆部、水田付近、高梁市、井原市

④備前市畠田付近

⑨岡山市浦問付近

⑭岡山市吉宗付近

⑩山手村片山

⑤瀬戸町万官付近

⑩岡山市宿毛付近

〇倉敷市青江、宮前付近

④岡山市妹尾付近

海岸線は15世紀を想定
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(13)土師と花光寺山古墳0新庄天神山古墳
長船町には「土師 Iはじ]」 という地名がある。ちょうど町役場の周辺だが、

これは古代に土師部 {はじべ}が居住 していたことを示す地名といわれている。
「土師」は古くは「はにし」と発音したと考えられている。「はに」とは

赤土のことで、土器製作に使われる土である。

この上で焼かれた素焼きの土器を土lT器 (はじき)と いう。つまり、「はにし」

あるいは「はにJが 「はじJに なり、さらに「はぜ」「はせJな どと音便
変化 していつたのである。

土師部というのは、埴輪を中心とした土師器の製作と葬送に関わつた集

団 (品部 [しなべ1)の ことで、これを管理した氏族 (う じぞく)を土師氏 (はじうし)と い

う。わかりやすく今風にいえば、同族経営の葬儀会社の社員が土師部で、

取締役が土師氏ということだ。

土師部が大活躍 したのは、何 といつても古墳時代である。だから、「土

師Jの地名が残っている近辺には、古墳、それも比較的規模の大きな古墳
があることが多い。

長船町土師の場合もこれにあてはまり、役場の北東約 1.5 kmの ところに

花光寺山 (に ,じやま)古墳がある。古墳の所在地は「服部 (はつと,)」 といい、こ

れも服部 (はと,べ、織部)に出来する古い地名 と考えられる。
花光寺山古墳は全長 110m、
後円部径 66m、 高さ10m、 前
方部幅 54m、 高さ5.4mの前方
後円墳である。

葺石があり、後円部には 3重の円

筒埴輸がめぐっている。

珍しいのは、後円部に石室を造

らず、長持形石棺が直葬されてい

たことで、内部には男性の一体分

の骨が残つていた。石棺の前後に

小さな石室が付設されていて、北

花光寺山古墳遠景 (東から)

側石室からは内行花文鏡 1面、三角縁神獣鏡 1面、環頭太刀、剣、槍、刀
子 (と ,‖、銅鏃 (どうぞく)、 鉄鏃 (てつぞく)、 斧、鈍 (やりんな)、 鋸 0こぎ))等多くの遺物
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が出上し、築造時期は 5世紀前半と推定されている。

さらに行政区面は備前

市になるが、花光寺山古

墳に接するように新庄天

神山古墳が集かれている。

この古墳は全長 120
m、 後円部径約 50m、

高さ 9m、 前方部幅約 3

5m、 高さ4mの前方後
円墳である。やはり葺石

と円筒埴輸列を有する。

埋葬施設は竪穴式石室で、

剖 (く )り 抜き式石棺が納め

られていた。変わつてい

るのは、石棺の蓋 {ふ博が

なく、石室の天丼石で代

用していたことである。

また、石精の北側には精

巧な石枕 (せきちん)があった。

石枕のある石棺は香川県 (石清尾山〔いわせおやま]古墳群等)に多く、何らかの
関係があつたのかもしれない。

1947年 (昭和 22)に 地元民が後円部を採掘 したため、副葬品の全
容については不明だが、棺内から 石鋼 {いしくしろ)、 員釧、勾玉 (がたま)、 管玉 {く

だたま}、 鉄剣、鉄斧 {てつ‖、鉄鎌、鉄鎌等が出土した。築造時期は 4世紀後半
と推定されている。

ともに、京都大学教授だつたあの梅原末治氏が調査に関わり、報告書が

出版されたため、比較的早くから全目的に知られていた古墳である。

さて、土師氏には何系統かあつたらしく、奈良時代になると、それぞれ

が朝廷に改姓を願い出て許されている。それが菅原氏・大江 (大枝)氏・
秋篠 (あきしの}氏・ 百舌鳥 (もず、物集女)氏のいわゆる「土師の四腹Jである。
したがって、有名な菅原道真や大江匡房 (おおえ0まさふさ)・ 大江広元 (おおえのひらもと)

は本来、土師氏なのである。大江季光 (おおえ0すえみつ}の末裔、わが毛利元就も

土師氏 とい うことになるが、ここまで下れば実感はないだろう。 しかし、

道路で分断された新庄天神山古墳 (上 )

と花光寺山古墳

:ギ  :『

三ヽ‐
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道真などは土師氏出身であることをはつきり自覚していたはずである。

一般に、土師氏の本拠地とされているのは次のとおりである。

一つは藤井寺市道明寺周辺で、誉田御廟山にばごびょうやま)古墳 (『応神陵」)

・ 市野山古墳 (「允恭陵」)・ 岡ミサンデイ古墳 (「仲哀陵J)な どの古市古

墳群を造つた集団がいた場所である。いま行政区面 としての『土師Jの地

名はないが、近鉄線の駅名や交差点の標議に「土師の里」が残つている。

また、道真の叔母覚寿尼がいた道明寺は、以前、土師寺とよばれていた。

第二に、堺市百舌鳥本町・ 土師 (醐 町周辺があげられる。大山古墳 (「仁

徳陵』)0上石津 ミサンザイ古墳 (「履中陵J)・ 田出井山古墳 (『反正陵J)

などの百舌鳥古墳群を造つた集団のいたところである。百舌鳥赤畑町には

百舌鳥人幡官があるが、本来は土師氏の氏神であつたと思われる。

その次に、奈良市秋篠町周辺と菅原町周辺があげられる。ここにいた集

団は、五社神 にきし)古墳 (「神功皇后陵J)e佐紀石塚山古墳 (『成務陵」)0

佐紀陵山 (みさざやま)古墳 (「 日葉酢媛陵」)・ 宝来山古墳 (「垂仁陵1)な ど 7

基の大型前方後円墳を中心とする佐紀盾列 (ききたたな励古墳群を築いた。

また、京都市大江は後に大江氏を名乗つた土師氏の拠点だったようで、

周辺に福西古墳群や沓掛 (くつかけ)古墳 (「大江山陵」=桓武天皇の生母高野

新笠の墓に治定)な どがある。

ところで、長船町にいた土師部だが、彼 らは「畿内」の本拠から派遣さ

れてここに住み着いたのだろうか、それとも初めからずつとこの地域に住

んでいたのだろうか。

全長 100mを 越えるほどの大きな古墳を造るには、高度な土木技術が
必要である。 したがつて常識的には、そ うした古墳を造 り慣れていた「畿

内」から土師部がやつて来たと考えるべきだろう。

しかし、長船町の上師部については、もともと地元にいた可能性がある

のではないだろうか。もちろん古墳が造られたこの場所にいたというわけ

ではない。何故ならここに古墳が造られるかどうか分からないのだから。

ここでいう地元とは、吉備出身という意味である。

何故そう考えるかとい うと、第一に、大きな墳丘を築く技術はもともと

吉備にあつたとい うことがあげられる。たとえば、弥生末期に集かれたの

楯築 (たてつき)遺跡は、その時代、日本最大の墳丘墓だつた。双方中円形をし

た墳丘は、復元すれば全長 80mに もおよぶ巨大なものだ。それに対 し、
同時期の「畿内Jでは大型の墳丘墓は造られていないのである。とにかく、
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吉備には巨大な墓を造る技術が古墳時代以前からあつたのだ。

次に、円筒埴輸のルーツは吉備の特殊器台にあつたということがあげら

れる。器台は壺など容器を載せる台のことで、通常は高さ20颯～ 30範
ほどである。特殊器台はこれが大型化 したもので、高さは lmに達し、祭
祀専用に用いられた。これがヤマ トに持ち込まれて特殊器台形埴輸になり、

さらに円筒埴輪へと発展するとい うことは定説になつている。円筒埴輪の

ルーツは吉備にあつた。当然、特殊器台を焼いた連中がいたはずである。

さらに、長船町に隣接する備前市伊部 {いん●は、日本中世六古窯の一つ、

備前焼の里 として有名だが、釉薬 (ゆうやく)をかけずに焼成する備前焼は、弥

生土器の伝統を受け継 ぐものである。そして忌部 (いん村もまた葬送に関わる

集団なのである。備前焼の前身は長船町東須恵・ 西須恵で焼かれていた須

恵器にルーツがあるといわれている。だからこの周辺には、土器作りを生

業 (なりわい)と する集団が、古墳時代は当然のこととして、弥生時代から離続

して住んでいたと推測できないだろうか。こうした人々が、花光寺山古墳

や新庄天神山古墳を造る際に近くに集住 し、築造作業をしたとは考えられ

ないだろうか。

畿内に限らず、土器を作つた人々や墓造 りをした人々を各地で土師と呼

んだのではないかと思 う。そして、そ うした連中がヤマ ト政権が成立した

後、擬制的な同族関係を結んで、土師部あるいは土師氏になつたと考えら

れるのである。

(14)新庄天神山古墳出土石枕
備前市指定史跡の新庄天神山

古墳から出土したもので、砂岩

製の大形の石枕である。平面形

は台形で、手前に少し傾斜 して

いる。上の面の周囲には、凸帯

で縁を取り、中央部から手前に

かけて、後頭部を受けるくばみ

がある。横幅は一方で 52cm、
他方で 45cm、 縦 41cmで 、
奥での高さ 14cm、 手前での
高さ13.5cmを 測る。
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1945年 (昭和 20)乱 堀され、竪穴式石室のなかに長大な舟形木棺
のような凝灰岩 (砂岩)製の棺身が置かれ、幅広い法の一辺に沿つて、水

銀朱に染まつた状態でこの石枕が発見されたという。石枕の上にはまさに

首が置かれていたような状況で、周辺から勾玉 1点 を含む 36点 もの管玉

が出土した。

舟形石棺等においては作り付けの石枕が発見される例が多いが、新庄天

神山古墳から出土したものは分離型で、この形式では最も古い遺物の一つ

として県の重要文化財に指定されている。

{15)服 部 廃 寺 跡
邑久郡長船町鳳部の花光寺山古墳の

ある低丘陵西南藤の平地にある古代寺

院跡である。

寺域のすぐ東に花光寺および花光寺

山古墳がある。南方には広く長船町の

平地 (長船平野)を望む地点である。

以前から、明確なものは不明だつたが、

基壇残痕 (ぎんこん)と も思われる高みが一

部にみられ、瓦片散布地の南にも方形

微高地があり、須恵器片なども散布 し

ていたので廃寺の存在が知られていた。

1991年 (平成 3)、 仮説道路工事
中に礎石が発見され、長船町教育委員

会が緊急発堀調査を実施した。その後、

1992年 から1996年 (平成 4～
8)にかけて国庫補助事業として発掘
調査が継続された。

出土瓦には、複弁蓮華文軒丸瓦 (ふくベ

んれんげもんのきまいわら}、 重弧文軒平瓦 (いうこも

んのきひいわら)があり、自鳳 (はくは,)期建立

の寺と推測されている。すなわち、 7

世紀末ころに中心伽藍である金堂と講

堂が、ほぼ同時期に創建されたと考え

服部廃寺金堂平面図 (1/350)

い
Ａ
Ｌ
Ｌ
可

＼
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られている。

この蓮華文に類似した瓦が、長船町本坊山出土として、東京国立博物館

所蔵の切妻家形陶棺の妻に着けられていることは、服部廃寺のための瓦生

産と陶格の被葬者との関係の深さを示すものとして注目されている:

なお、いまの全部山花光寺は、文献などにより江戸時代中期、 1722
年 (享保 7)に現在地に再建されたことが分かつている。

(16)鶴山丸山古墳
1956年 (昭和 31)国 史跡。
備前市畠国の丘陵最北端、鶴山山頂

(標高 61m)に ある前期古墳であ
る。埴輪や葺石がよく残つている。

1936年 (昭和 11)に 墳頂に
竪穴式石室 (幅 1.5m、 長さ4m)
があることが確認された。     響嚢=コ璽暉

石室は石英粗面岩の扁平な石材を

小日にそろえて煉瓦状に 4壁 を築い

ている。 しかし、持ち送 りの構築手法

は顕著ではなく、むしろ垂直に近い。

鶴山丸山古墳遠景

その中に特殊な家形石棺 (幅 lm、 長さ4m)が 納められているが、順序
からすれば、石棺を安置し、その後石室の4壁を築いたことが判明してい

る。棺蓋 {かいた)は一種の屋根形を呈し、両側面に特殊な薄肉彫りの装飾が

施されている。

石棺の外側に街製 (ほうせい、日本製)銅鏡約 30面をはじめ、碧玉製の四
脚盤、小形の器台、小形広口丸底壺の写実的な石製模造品、合子 (ごう引、増

場 {るつ闘、勾玉はがたま)、 刀剣、鏃仲し
'}、

斧などが置かれていたという。また、

遺物のうち中国製の三角縁唐草文二神三獣鏡 1面や車輸石は棺内から取り

出されたものであるという。

なお、報告書に梅原末治「備前和気郡鶴山丸山古墳J(『 日本古文化研究

所報告』 9 1938年 [昭和 13])が ある。

{17)須恵古代館
長船町東須恵・石須恵の地は築山古墳に代表されるように多くの古墳の
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ほか、地名の出来となつた須恵器窯跡など多くの史跡が存在する。須恵古

代館ではそうした遺跡からの出土品を展示している。

現在、地元のポランティアによつて管理運営が行われている。

[:::::L′

築山古墳墳丘測量図 (1/800)
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(18)築山古墳
1959年 (昭和 34)岡 山県
指定史跡。

邑久郡長船町西須恵の北面した

傾斜地に築かれた前方後円墳であ

る。

埴輸をめぐらしていたことで知

られ、全長約 90m、 前方部が発
達した形態を示し、後円部上には

竪穴式石室に納められていたとみ

られる家形石棺が露出している。

古く出土した811葬品の一部は東京

日立博物館に収蔵されているが、

そのうちの馬具類などは、この古

墳が 5世紀後半に中心をおく古墳

時代中期の終わりごろの年代であ

ることを示している。

石棺は家形としては古式で、大

阪府 と奈良県の境にある二上山で

産出したピンク色を呈する凝灰岩

製で、はるばる畿内から運ばれた

ものである。この種石材による石

格は古式の家形石棺に限られ、し

かも大和・河内などでの 8～ 9例

の外は、近江 1例 とこの築山例だ

けであり、 5世紀末から6世紀初

頭にかけて畿内の大王権をめぐる

勢力消長と、それに対応 した吉備

地方豪族の動向を示す重要な古墳

である。 0               2m

築山古墳石室復元図 (1/50)

築山古墳全景

築山古墳家形石棺
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{19)備前南大窯跡
1959年 (昭和 34)目 指定史跡。備前市伊部 {いん司、 JR赤穂線伊部
駅の南側山麓にある備前焼の窯跡の うち、最も東にある全長約 54mの 最
大の半地上式登 り窯を指す。普通この最大の窯を東窯といい、これより西

方にやや小さい中窯、西窯がある。南大窯跡は、本体の部分が田部をなし、

窯壁の部分は部分的に高く残されている。

1事. 一
■
一

雛 痺

備前 (伊部)南大窯跡の碑
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この窯の東と西には灰原があり、

東にあるのは東窯の灰原であるが、

西のものは東窯と中窯の両方の灰原

と考えられる。大窯は細長い形だが、

中央部に広がりが認められる。また、

窯底の傾斜は、上部がやや緩やかで、

下部は急になる傾向が認められる。

この窯の最も高い部分に煙出し装

置がある。つまり奥壁の下部中央に

ほぼ四角形の煙だし穴が開けられる

とともに、左右の下部、中央煙出し

上部にも小形土管の煙出し2個など

が存在している。この南大窯は備前

焼の同業者が共同して使用 した大窯

であり、江戸時代に使用されたもの

1_圭
選出し

‐奥壁

とされているが、その使用下限は明治時代にまで下がるようである。

(20)備前焼
岡山県を代表する自器。いわゆる

日本中世六古窯の一つで、丹波焼・

信楽焼・瀬戸焼・常滑焼・越前焼と

ともに全国的に有名である。

邑久郡の須恵器の伝続を受けて 1

2世紀に焼き始められ、約 800年
間一貫してほとんど焼きじめ自器だ

けを生産 し続けた。ただし、江戸時

代から大正時代にかけて一部で自備

前、色絵備前、絵備前などが焼かれ

たことがある。

本来、壺・す り鉢・ 甕 (か助などの 備前焼四耳壺 (「文明十二年J銘 )
雑器を大量に生産する窯であつたが、

室町末期にその渋さが堺・京都の茶人に認められ、以来、建水・水差・花

生・ 茶入などの茶陶も焼くようになる。
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備前焼は伊部焼 とも呼ばれるが、これは生産地を目名 と村名でいってい

るだけの違いであって全く同じ意味である。また、精製されていない粗い

胎土 |たいど)の作品を備前手、水簸 (すい0)さ れた細かい胎土による塗り上の作

品を伊部手と区別して呼ぶ場合もある。同様に古備前、古伊部は同義語で、

江戸時代初期以前のものをこう呼ぶ。

古備前の歴史は、ふつ う以下の I期～V期に分けられる。
I期 (平安末期～鎌倉初期)“・還元焔焼成による燻 (くうべ焼きl窯は山麓

Ⅱ期 (鎌倉中期)・・・燻べ焼きないし中性焔焼成、窯は山麓から中腹

Ⅲ期 (鎌倉後期) ・̈酸化焔焼成への発展期、窯は中腹から高地

Ⅳ期 (南北朝～室町)・・・大窯への胎動期、窯は山麓

V期 (室町末期～江戸初期)―・大窯生産、窯は山麓
その後も江戸時代前期・ 中期 '後期 0明治・ 大正から第 2次世界大戦・

戦後 というふ うに分けて、その器形、作風の変遷をみることができる。原

料土はⅢ期までは山土単味で、Ⅳ期後半ごろから田土が加えられ、江戸期

以降は機上土 (いそのかみつち|も使用された。

成形は中世の間、経 (ひも)作 りののちロクロ仕上げが行われていたが、小

物に限リロクロ水挽 (0き成形を行っている。窯の構造は、初期には須恵器

の窯 と同じ地下式 (ま たは半地下式)の いわゆる穴窯 (害窯 !あがま1)であ
つたが、時代 とともに規模が大きくなり、Ⅳ期ころから半地下式 (ま たは

半地上式)の大窯へと発展 し、江戸時代末期以降は地上式の連房式登り窯
に変わっていく。備前焼の窯跡は備前市伊部の地に 5 km四方の範囲で集中

し、著名な窯跡 としては古い順に大明神窯跡、合ヶ淵窯跡、グイビ谷窯跡、

不老山 トンネル東西窯跡、南・ 北・西大窯跡、天保窯跡などがある。

また、備前焼の出土地は各地にまたがつているが、中でも草戸千軒町遺

跡 (福山市)、 尾道中世遺跡 (尾道市 )、 鹿久居 {かくい)千軒遺跡 (岡山県和

気郡 日生 !ひなせ]町)な どの中世の生活跡から発見されたす り鉢や大甕の完品
・破片は大量で、当時の販売規模の大きさをうかがわせる。

{21)真光寺
備前市西片上字寺脇にある真言宗の寺院。山号は御滝山 {おたきさん)。 寺伝に

よると、 737年 (天平 9)聖武天皇の勅命により報思大師が備前四十人
ヶ寺を創建 したとき、その一つに加えられたという。応永年間 (1394
～ 1428)、 堂塔の廃減を憂えた良宗が新たに堂塔 4、 僧舎 13坊 を建
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てて再興した。その後再び堂宇が壊れたので 1516年 (永承 13)承 円
によって修復された。

元亀・天正 (1570～ 1592)の ころ、兵火により僧舎 6坊を失つ
た。また、山号は初め小滝山 (おたきさん)と 称 していたが、慶長年間 (1596
～ 1615)に 勢恵上人が京都の御室 {おむろ)にある真言宗の大本山仁和寺 (κ
んなじ)か ら「御室 (おむろ)」 の「御」の字をもらい、御滝山 (おたきさん)と 改称した。

境内には、本堂、二重塔 (以上国重要丈化財 )、 仁王円・鐘楼堂・ 鎮守

堂・僧舎などの建物がある。僧合は 7院 (心王院・ 平等院・ 自性院・華 (花 )
蔵院・西福院・成就院・松寿院)があつたが、明治維新のころ 3院 となり、
さらに 1院を失つて現在は自性院・華蔵 (花}院の 2院 となっている。

(22)真光寺本堂
1953年 (昭和 28)目 指定重要文化財。備前市西片上の真光寺にあ
る中世寺院建築である。

桁行 5間、梁間 5間、一重、単層入母屋造、本瓦葺。正面中央に葺き下
ろしの 1問向拝 (こ うはい、拝み所)を付す。軒は二重繁極 (しげだろき}。 柱は円柱、
斗棋 (ときょう)は出三斗 (でみつど)。 中備 (なかぞなえ)はだいたい簑束 (みのづか)を立てるが、

側面中央は双斗花肘木 (ふたつおなひしき)、 正面は雲龍の彫ガを入れた墓股 いえるまた)

となつている。ただし、この墓股は桃山時代の後補だろう。頭貫 仲しらぬき)も

また禅宗様木鼻 (きばな)と する。柱間の建具は正面 5間再開桟唐戸 (れからど)を
並べ、側面第 1問 も桟唐戸、 2問 日は引違舞良戸 {ひきちがいまいらaを並べ、側面

真 光 寺 本 堂
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第 ]間 も接唐戸、 2問 目は引違舞良戸、 3、 4間 日は蔀戸 (しとみど)、 5問 目

は板壁である。なお、腰回りには板縁をめぐらしている。

内部は前方 2間通 しが外陣、後方は両側 1間通 しが脇間で、中央の方 3

間分が内陣である。内陣、外陣ともに拭板敷 (ぬぐtヽいたしき)。 境は菱格子欄間 {0

しこうしらんま)と 蔀をはめ、脇間との間も引違舞唐戸で分かつ。外陣の上方は型

のように化粧屋根裏に紅梁 にう
'ょ

う)を懸け、内陣には竿縁天丼 {さおぶちてんじょう)

を張 り、金箔押 (きんばくおりの来迎柱の前に禅宗様の仏壇と厨子を設けるが、

ことに厨子は桃山時代の特色がみられる。

この建築の基調は和様であるが、それに禅宗様を多分に折衷 した、いわ

ゆる新和様に属する。そ して外見の大部分は棟札にいう1516年 (永正
13)こ ろの室町時代後期の様式で、部分的に近世の後補部分をみるが、
1962～ 1964年 (昭和 37～ 39)の 修理による古材の発見と寺伝
などにより、この本堂は応永年間 (1394～ 1428)再 建の三闘堂を
1516年 に五間堂へ拡張し、さらに挑山・江戸時代の修理が加わつたも
のと判断されるに至った。

なお、 1962年 (昭和 30)の 解体修理の際、「奉造立小瀧山真光寺
本堂上棟 干時永正十三年 (1516)丙 子十一月十六日 大工藤原家次
大法師承円敬白」と書かれた棟札が発見された。

(23)真光寺二重塔
1953年 (昭和 28)目 指定重要文化財。備前市西片上の真光寺にあ
る中世寺院建築である。

屋根は本瓦葺、初重軸部は擬宝珠勾欄 (ぎぼしこうら助付きの縁をめぐらし、方

3間、各面の柱間は中央に板唐戸を閉じ、左右に連子窓 (れんじまど)を配 してい

る。柱は円柱で、軒は二重繁極。柱上の斗棋は三手先を組み、軒天丼、蛇

腹支輪 (いばらし
'ん

)を設ける。斗棋の間の中備 として中央には墓般、左右の間

には簑束を置く。また頭貫の先を本鼻に造つている。

このような絵様によく時代の特徴がとらえられる。ことに四方の慕股は

各種の花唐草をほぼ左右対象にあしらい、その中央に円相を置いて内に金

剛界四仏の種子 (しゆじ}を 1字ずつを配 し、これらを精巧な透かし彫 りとして

いる。 2層 日は中備はすべて間斗東 (けんとづ対である。 3層 日は各面中央にだ

け問斗束を立てるが、これは上にいくほど塔身幅が逓減 {ていげん)するための

処置である。初重内部は拭板敷 となつている。やや後方寄りに来迎壁を立
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て、前に後補の仏壇を設け、人木浄慶の造る機石 (ろうせき)製大日如来座像を

安置する。慶長年間 (1596～ 1615)に 邑久郡牛窓の蓮華頂寺から
移築したものであるが、様式上、室町時代後期の建立と思われる。 196
6年 (昭和41)に解体修理を完了した。

(24)備前四十人力寺
備前の古剰として重んじられた48の寺院である。
1638年 (天和 3)の『金山寺縁起』には、同寺開山報恩大師が7

真 光 寺 一 ― 塔
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2年 (天平勝宝 4)に孝謙天皇の病気の加持を行い、全快の後に勅許を得
て備前国内に千手観音を本尊とする四十人力寺を建立、金山寺 (岡山市金

山寺)をその惣本寺としたとある。『 吉備温故秘録』 (寛政年中編纂 )、『 備
陽記』 (享保 6年編纂)な ど近世の諸書も同様の説を記 しているが、史実
は明らかではない。四十人力寺のおのおのについても、諸書によつて必ず

しも一定しない。それらを書き上げられた現存する資料では 1595年 (文
禄 4)の 「備前日四拾人ケ寺領井分国中大社領 目録J(『金山寺丈書』)が
最も古く、同目録によつて四十人力寺をすべてあげると次のとおりである。

◎御野郡…金山寺・ 岡山寺・石井寺

◎津高郡…円城寺・藤田山 (成就寺)・ 菅野山 (妙福寺 )

◎赤坂郡…石井原山 (千光寺)。 大松山 (妙覚寺)・ 正満寺・菖蒲谷山 (西

光寺)・ 沓石山 (高福寺)・ 笠寺山 (浄土寺)・ 幡寺山 (極楽

寺)・ 上地山 (満願寺)

◎磐梨郡…中津寺・元思寺・石蓮寺

◎和気郡・ざ・真光寺・ 正楽寺 。小幡山 (長法寺)・ 大滝山 (福正寺)・ 満願

寺・ 安養寺・杉沢山 (長楽寺)・ 市倉山 (空城寺)

◎邑久郡…燿山寺 (善興寺)・ 南谷寺 (長楽寺)・ 真徳寺 (明王寺)・ 今

寺山 (大聖寺)・ 上寺山 (余慶寺)・ 大賀島山 (大賀島寺)0

横尾山 (静円寺)・ 庄田寺 (朝 日寺)・ 薬王寺・千手寺 (弘法

寺)・ 牛窓山 (金剛頂寺)

◎上道郡…瓶井山 (禅光寺)・ 沢田寺 (温徳寺)・ 今谷寺 (長楽寺)・ 岩

間寺 (西明寺)・ 集地山 (常楽寺)・ 脇田山 (安養寺)・ 広谷

山 (妙法寺)・ 宝山寺 (満願寺)・ 馬路山 (明王寺)・ 西大寺

・塚原山 (西明寺)・ 湯迫山 (浄土寺 )

なお、 (  )内 は『 吉備温故秘録』に注記 された寺院名であり、江戸
中期にはこれ らの寺のうち 10カ 寺は退転 した。 1カ寺は日蓮宗、残 り3
7カ寺のうち 18カ寺が天台宗、 19カ寺が真言宗であつた。

(25)報恩大師
?年～ 795年 (?～延暦 14).奈 良時代の法相宗 (ほぅそうしゅう)の修験者
的僧侶で、吉野の金峰山 (れぶせん)の実質的な開創者である。

備前日津高郡波可 (現岡山市芳賀)に生まれたという (生地は奈良県と
の伝承もある)。 15歳 に日応寺 (岡 山市日応寺)に入 り出家、その後、
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30歳で吉野山に入山。延命・減罪・除病の功徳をもつ千手観音の修法 (すほ
う)を修めたとい う。 752年 (天平勝宝 4)、 孝謙天皇の病気加持祈祷を
行い、また桓武天皇が長岡京で重病にかかつたときも観音呪 (かんのんい}を唱

えて平癒させ、報恩大師の名 と官禄を賜つたと伝えられる。

『 金山寺文書』『 清水寺文書』『本朝神仙伝』『 元亨釈書 (げんこうしゃくしょ)』 など

の記録からみて、正式に仏教を学んだ僧 というより、山林で修業する山伏

的性格をもつた行者 といえよう。岡山地方での布教活動は広範囲であつた

らしく、備前四十八カ寺を建立したと伝えられ、金山寺 (岡山市金山寺)、

千手山弘法寺 (邑久郡牛窓町 )、 喩伽山 (いさん、倉敷市児島)な ど備前・

備中の古剰のほとんどの縁起に、開基や中興の祖 として報恩大師の名が記

されている。大和国では 760年 (天平宝宇 4)、 十一面観音を本尊とす
る子島寺を (こ じまし、奈良県高取町)開いている。没地は子島寺とも千手山
弘法寺の永倉山ともいわれているが、不明である。現在、永倉山山頂には

玉垣に囲まれた供養塔が残つている。

なお、弟子は京都清水寺開祖の延鎮 (えんちん)な ど多数いる。
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